
 

 

平成３０年度 事業計画 

活動の目的 弥生が丘地域のさまざまな課題の解決と地域資源の活用をめざして、三田市との

協働のもと、多世代・地域間交流の場の拡充や地域情報活動の円滑化を図る。 

本年度も構成団体間の更なる連携の強化を図りつつ、地域住民と活動団体が一

体となり、多世代・地域間交流事業を核とし、益々コミュニケーションの輪を広げる

ことを重視した活動を行い、弥生らしい「安心・安全」で「住みよいまちづくり」を目

的とする。 

活動の内容 Ⅰ．主催事業 

１） 定例役員会を隔月に開催し、構成団体と協働して事業の推進を図る。 

２） 事務員の複数名雇用を継続し、構成団体が抱える事務的業務の軽減に寄

与する。（月～土、９：００～１３：００常駐） 

３） 自治会の協力を得て、まち協の事業・活動の周知のため広報の強化を図る。 

４） コミセン広場（仮称）については、３０年度で整備終了予定。 

親しみのある「愛称」を付け、「利用の決まり」の看板を設置し、子ども達の

遊び場や地域住民が憩いの場として安心して利用できる広場とする。 

同時に、防災拠点として防災倉庫の設置、水源の確保、又、広場の管理

用備品等の保管のための倉庫を設置する。 

５） 多世代交流バス旅行を継続実施し、交流事業の拡大を図ってゆく。 

  ３０年度は５月（春期－滋賀県近江八幡方面）に実施。 

Ⅱ．共催事業 

１） 2～４丁目街区公園の草刈りを実施＝ほっと弥生（年２～3回） 

Ⅲ．支援事業 

１） 「いきいき百歳体操」、「ニュースポーツ」「とんど焼き」及び「おもちつき」等

の健康推進事業や交流事業の一部支援を行う。 

２） 夏まつり時、まち協協賛の模擬店で使用する資機材のレンタル費支援。 

３） AED のコミセン内のリース代支援。 

３） 高齢者対策事業としての、『歌ごえ広場』の自立支援。 

Ⅳ．後援事業（自立支援事業⇨自立できた事業） 

 １）「カフェやよい」（毎週火曜日）、「オアシスやよい」（毎月第三土曜日） 

２）「放課後子ども教室」、「弥冨こうみん未来塾」（年 4回のプログラム） 

３）「映画鑑賞会」、「中国語教室・韓国語教室〉 

活動の工夫 Ⅰ- 1)  

定例役員会を適宜開催し、自治会を中心としたボランティアの協力を得ながら組

織づくり及び活動計画の策定・推進を検討する。 

Ⅰ- 2)  

各構成団体の事務作業を調査し事務員への移管が可能な業務を整理する。 

Ⅰ-３)  

コミセン広場（仮称）の利活用については、利用可能な状態に整備し、各構成

団体と協議し名称や適切な管理方法を決定する。 

Ⅱ 

４月発足した、ふれあい委員会「ハート・やよい」の側面的な協力をしてゆく。 

 


